
●東芝キヤリアグループのマテリアルフロー （２０１７年度実績）

 資材・原材料※１    95,336t エネルギー※２ 　847,614GJ 　水 654千m3 エネルギー エネルギー※３

 鉄    53,413t  電力    770,600GJ  工業用水　   67千m
3

 軽油    2,283kl  電気　　　 　　　 6,921TJ

 銅    7,687t  都市ガス    42,191GJ  水道水 　　　 96千m
3 　（国内製品物流分）  店舗・ｵﾌｨｽ用ｴｱｺﾝ    5,042t

 アルミニウム   13,261t  ＬＰＧ    32,508GJ  地下水　   491千m
3  大形空調    396t

 プラスチック    10,933t  重油    0GJ
 ゴム    2,125t  灯油    1,378GJ
 ＨＦＣ     2,268t  軽油    823GJ
 その他    5,648t  揮発油    115GJ  取扱量    39.3t

温室効果ガス  47,960t-CO2 化学物質 温室効果ガス 温室効果ガス 再商品化重量       4,794t

 CO2                 46,032t-CO
2

 総排水量    259千m
3

 排出量    13.2t  CO2 　　　5,915t-CO
2

 CO2    97万t-CO
2

 店舗・ｵﾌｨｽ用ｴｱｺﾝ    4,437t

 HFC    1,927t-CO
2

 BOD    1.4t  移動量    0.4t 　（国内製品物流分）  大形空調    357t

 COD     1.0t

 浮遊物質    0.5t

 全窒素    0.3t

 SOX    0.01t  全リン    0.03t  総発生量    7,242t  SOX    1.39t

 NOX    0.97t N-ﾍｷｻﾝ（鉱油、動植物油、油脂類）   0.1t  再資源化量    7,106t  NOX     44.59t

 ばいじん    0.06t  硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素   0.3t  最終処分量    5t  ばいじん    5.02t

　（国内製造拠点分） 　（国内製造拠点分） 　（国内製品物流分） 廃棄物 645t

 店舗・ｵﾌｨｽ用ｴｱｺﾝ    605t

 大形空調    40t
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代表製品出荷量

店舗･オフィス用エアコン、大形空調、

換気機器、冷凍冷蔵機器、給湯機器、

コンプレッサーなど

店舗･オフィス用エアコン、大形空調、換

気機器、冷凍冷蔵機器、給湯機器など

代表製品の2017年度出荷量から算出し

た年間使用電力

使 用 回収・リサイクル

使用済製品回収量 5,438t 

※１ 2017年度に出荷した代表製品質量と製造に係わる廃棄物発生量との合計を資材・原材料投入量としました。

※２ ＧＪ＝１０９Ｊ

※３ ＴＪ＝１０１２Ｊ

※４ 水質環境負荷は、排水口で当該物質の実測濃度と年間排水量を乗じて算出しています。

＜集計対象会社＞： 8社…東芝キヤリア（株）、東芝キヤリアエンジニアリング＆ライフサポート（株）、富士冷熱工業（株）、東芝テクノシステム（株）、東芝キヤリア空調販売（上
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